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令
和
5
年
度

　

公
益
財
団
法
人
偕
行
社

　
　
　

事
業
報
告
書

1　

全　

般

　

偕
行
社
は
、
新
た
な
構
想
に
基
づ
き
、
安

全
保
障
等
に
関
す
る
調
査
・
研
究
・
提
言
及

び
普
及
、
陸
上
自
衛
隊
等
に
対
す
る
必
要
な

協
力
、
英
霊
の
慰
霊
顕
彰
及
び
自
衛
隊
殉
職

者
の
追
悼
等
を
行
い
防
衛
基
盤
の
強
化
拡
充

に
寄
与
し
、
も
っ
て
わ
が
国
の
平
和
に
関
す

る
国
政
の
健
全
な
運
営
の
確
保
に
寄
与
し
た
。

　

併
せ
て
、
偕
行
社
に
つ
い
て
広
く
周
知
し

て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
会
員
等
相
互

の
研
鑽
と
親
交
を
推
進
し
て
団
結
の
強
化
を

図
っ
た
。

　

ま
た
、
陸
上
自
衛
隊
の
幹
部
退
官
者
全
員

に
支
え
ら
れ
た
持
久
力
の
あ
る
更
な
る
新
た

な
体
制
へ
の
移
行
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、

令
和
6
年
4
月
1
日
の
陸
修
会
と
の
合
同
に

向
け
た
諸
準
備
を
推
進
し
た
。

2　

主
要
考
慮
事
項

⑴　

安
全
保
障
等
に
関
す
る
調
査
・
研
究
・

提
言
及
び
普
及

　

陸
上
自
衛
隊
の
憲
法
上
の
位
置
付
け
、
運

用
上
の
課
題
、
安
全
保
障
戦
略
（
陸
上
防
衛

戦
略
）
に
つ
い
て
、
部
外
協
力
団
体
・
自
衛

隊
の
研
究
員
等
と
連
携
し
て
、
安
全
保
障
等

（
戦
後
の
自
衛
隊
創
設
に
関
わ
る
諸
問
題
を

含
む
）
の
研
究
内
容
を
深
め
、
そ
の
成
果
を

政
策
提
言
（
防
衛
諸
団
体
と
の
共
同
に
よ
る

も
の
を
含
む
）
に
反
映
さ
せ
た
。

　

そ
の
際
、
偕
行
社
と
陸
上
自
衛
隊
現
職
幹

部
自
衛
官
、
賛
助
会
員
、
政
府
機
関
と
の
緊

密
な
連
携
に
留
意
し
つ
つ
、
研
究
内
容
や
成

果
を
オ
ン
ラ
イ
ン
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
配

信
、
定
期
刊
行
誌
『
偕
行
』
へ
の
掲
載
・
発

行
等
に
よ
り
、
積
極
的
に
陸
上
自
衛
隊
に
対

し
て
提
供
す
る
と
と
も
に
、
広
く
国
民
に
普

及
さ
せ
た
。

⑵　

陸
上
自
衛
隊
等
に
対
す
る
必
要
な
協
力

　

陸
上
自
衛
隊
の
諸
活
動
に
対
し
て
、激
励・

慰
問
を
実
施
し
、
そ
の
活
動
を
支
援
し
た
。

　

そ
の
際
、
陸
上
自
衛
隊
が
必
要
と
す
る
協

力
内
容
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
陸
上

自
衛
隊
及
び
陸
上
自
衛
隊
の
協
力
者
等
の
偕

行
社
に
対
す
る
理
解
の
促
進
及
び
陸
上
自
衛

隊
と
の
一
体
感
の
醸
成
に
留
意
し
た
。

⑶　

英
霊
の
慰
霊
顕
彰

　

わ
が
国
に
お
け
る
英
霊
の
慰
霊
顕
彰
の
現

状
に
鑑
み
、
国
家
と
し
て
在
る
べ
き
姿
で
英

霊
の
慰
霊
顕
彰
が
行
わ
れ
る
ま
で
の
間
、
国

家
に
代
わ
り
靖
國
神
社
に
お
い
て
第
2
回
偕

行
社
慰
霊
祭
を
斎
行
し
て
英
霊
の
慰
霊
顕
彰

を
行
い
、
そ
の
意
義
・
重
要
性
に
つ
い
て
広

く
国
民
に
普
及
さ
せ
た
。

⑷　

陸
上
自
衛
隊
現
職
幹
部
自
衛
官
等
の
偕

行
社
に
対
す
る
理
解
の
促
進

　

陸
上
自
衛
隊
に
対
す
る
必
要
な
協
力
の
充

実
及
び
適
切
な
広
報
施
策
の
推
進
に
よ
り
、

令
和
6
年
4
月
1
日
の
合
同
を
見
据
え
、
陸

修
偕
行
社
の
目
的
及
び
事
業
内
容
等
に
つ
い

て
、
現
職
幹
部
自
衛
官
や
法
人
賛
助
会
員
等

に
対
し
て
周
知
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
研
究
成
果
及
び
政
策
提
言
等

の
発
信
並
び
に
広
報
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
を
深
化
さ
せ
そ
の
成
果
を
広
報
施
策
に
反

映
さ
せ
た
。

⑸　

会
勢
及
び
会
費
収
入
の
拡
大

ア　

陸
上
自
衛
隊
元
幹
部
自
衛
官
等
の
入
会

促
進

　

引
き
続
き
、
各
地
偕
行
会
の
協
力
を
得
て

部
内
出
身
等
元
幹
部
自
衛
官
会
員
数
の
増
加

を
図
る
と
と
も
に
、
三
木
会
・
尚
友
会
等
の

元
幹
部
自
衛
官
の
入
会
促
進
に
努
め
た
が
、

令
和
6
年
4
月
1
日
の
陸
修
偕
行
社
の
合
一

準
備
に
傾
注
し
た
た
め
、
所
望
の
成
果
を
収

め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

イ　

賛
助
会
員
の
入
会
促
進

　

偕
行
社
の
活
動
に
賛
同
し
協
力
す
る
民
間

企
業
及
び
民
間
有
志
等
の
入
会
促
進
に
努
め

た
。

⑹　

効
率
的
な
事
業
の
実
施
及
び
収
支
の
改

善
　

極
め
て
厳
し
い
財
務
状
況
に
鑑
み
、
年
間

を
通
じ
て
効
率
的
な
事
業
の
実
施
及
び
事
業

ご
と
の
収
支
の
均
衡
に
努
め
、
令
和
5
年
度

の
収
支
の
改
善
を
図
っ
た
。

⑺　

収
益
事
業
の
検
討
等

　

極
め
て
厳
し
い
財
務
状
況
に
鑑
み
、
収
益

事
業
に
よ
る
収
入
の
向
上
を
図
る
た
め
、
新

規
収
益
事
業
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
共
に
偕

行
社
カ
レ
ン
ダ
ー
等
の
販
売
を
実
施
し
た
。

⑻　

各
地
偕
行
会
と
の
協
力

　

各
地
偕
行
会
と
協
力
し
て
、「
偕
行
社
と

各
地
偕
行
会
と
の
協
力
要
領
（
案
）」
に
基
づ

い
て
必
要
な
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

新
た
な
体
制
に
お
け
る
各
地
偕
行
会
と
の
協

力
要
領
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討
し
た
。

⑼　

更
な
る
新
た
な
体
制
へ
の
移
行

　

陸
上
自
衛
隊
の
幹
部
退
官
者
全
員
に
支
え

ら
れ
た
持
久
力
の
あ
る
偕
行
社
を
実
現
す
る

た
め
、
陸
修
会
（
令
和
4
年
4
月
に
設
立
さ

れ
た
陸
上
自
衛
隊
幹
部
退
官
者
の
会
）
と
の

合
同
に
つ
い
て
協
議
し
、「
令
和
6
年
4
月

に
合
同
す
る
」
こ
と
に
つ
い
て
、
陸
修
会
と

合
意
し
た
。

3　

事
業
の
実
施
状
況

⑴　

安
全
保
障
等
に
関
す
る
調
査
・
研
究
・

提
言
及
び
普
及
（
公
1
）

ア　

安
全
保
障
の
調
査
・
研
究
・
提
言
（
公

1
─
1
）

ア　
「
新
国
家
安
全
保
障
戦
略
等
の
評
価
と

課
題
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
研
究
し
、
東
ア
ジ

ア
情
勢
の
変
化
と
今
後
の
米
中
露
の
動
向
を

分
析
し
、
米
国
の
安
全
保
障
・
外
交
政
策
や

新
国
家
安
全
保
障
戦
略
、
国
家
防
衛
戦
略
、

防
衛
力
整
備
上
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
た
。

そ
の
成
果
を
研
究
発
表
会
（
定
期
講
座
等
）

等
通
じ
て
国
民
世
論
へ
の
啓
発
活
動
を
推
進

し
て
、陸
上
自
衛
隊
を
支
援
し
た
。
そ
の
際
、

統
合
・
陸
・
海
・
空
幕
僚
長
、
防
衛
大
臣
、

自
民
党
・
公
明
党
に
対
し
、
隊
友
会
、
水
交

会
及
び
つ
ば
さ
会
と
共
に
8
回
目
の
政
策
提

言
を
実
施
し
た
。

イ　

課
題
研
究
会
の
場
を
活
用
し
て
、
陸
上
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自
衛
隊
現
職
幹
部
自
衛
官
・
部
外
有
識
者
・

協
力
団
体
研
究
員
等
と
の
研
究
交
流
を
一
層

深
め
、
研
究
内
容
の
深
化
及
び
充
実
を
図
っ

た
。

ウ　

優
秀
な
若
手
研
究
員
を
更
に
発
掘
し
、

幅
広
い
研
究
体
制
を
整
備
し
た
。
研
究
員
の

優
れ
た
研
究
発
表
に
つ
い
て
は
、努
め
て『
偕

行
』
へ
の
投
稿
を
勧
め
、
更
に
一
般
誌
等
へ

の
推
薦
・
紹
介
を
行
っ
た
。

エ　

研
究
発
表
会
（
定
期
講
座
等
）
を
8
回

実
施
し
た
。
25
〜
36
名
／
回
の
参
加
者
（
リ

モ
ー
ト
会
議
に
よ
る
参
加
者
2
〜
5
名
／
回

を
含
む
）を
得
て
質
問
等
が
活
発
に
行
わ
れ
、

防
衛
政
策
へ
の
関
心
・
健
全
な
理
解
を
促
す

等
成
果
を
収
め
た
。

　

な
お
、
研
究
員
の
論
考
を
『
偕
行
』
に
掲

載
す
る
と
と
も
に
、
発
表
内
容
を
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
配
信
し
た
。

オ　

11
月
、
委
員
会
関
係
者
を
交
え
て
研
究

員
が
一
堂
に
会
し
て
研
究
員
夏
季
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
具
体
化
及
び

次
年
度
以
降
の
新
た
な
体
制
に
お
け
る
安
全

保
障
研
究
の
実
施
要
領
に
つ
い
て
検
討
し

た
。

カ　

令
和
6
年
3
月
、「
台
湾
有
事
は
日
本

有
事
、
自
衛
隊
の
運
用
上
の
課
題
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
に
お
い

て
第
15
回
安
全
保
障
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施

し
た
。
68
名
の
参
加
者
（
リ
モ
ー
ト
会
議
に

よ
る
参
加
者
4
名
を
含
む
）
を
得
て
、
米
中

覇
権
争
い
の
第
一
線
で
、
日
本
に
迫
る
危
機

で
あ
る
台
湾
有
事
に
お
け
る
自
衛
隊
の
運
用

上
の
課
題
と
対
策
を
発
信
し
た
。

　

な
お
、
講
演
等
の
要
約
を
『
偕
行
』
に
掲

載
す
る
予
定
で
あ
る
。

キ　

政
策
提
言
及
び
入
会
促
進
等
に
資
す
る

た
め
、
防
衛
政
策
等
、
特
に
現
職
陸
上
自
衛

官
及
び
元
陸
上
自
衛
官
の
処
遇
に
関
す
る
研

究
を
行
っ
た
。

ク　

事
業
の
実
施
に
当
た
り
、
規
模
・
要
領

の
見
直
し
及
び
研
究
員
に
よ
る
口
コ
ミ
広
報

を
強
化
し
て
聴
衆
の
増
加
を
図
っ
た
。

イ　

近
現
代
史
の
調
査
・
研
究
・
提
言
（
公

1
─
2
）

ア　

中
期
計
画
（
令
和
4
年
度
か
ら
3
カ
年

「
戦
後
問
題
」を
テ
ー
マ
）の
2
年
目
と
し
て
、

「
日
本
の
再
軍
備
を
巡
る
諸
問
題
」
を
研
究

し
、
そ
の
成
果
を
研
究
発
表
会
（
定
期
講
座

等
）
及
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
並
び
に
図
書
等
の

発
行
を
通
じ
て
、
国
民
世
論
へ
の
啓
発
活
動

を
推
進
し
て
、
陸
上
自
衛
隊
を
支
援
す
る
狙

い
で
実
施
し
て
い
る
。
本
テ
ー
マ
は
、
現
在

の
安
全
保
障
環
境
の
基
礎
を
形
成
し
た
重
要

な
時
期
で
あ
り
、
本
年
度
は
、
陸
海
空
自
衛

隊
の
創
設
に
関
わ
る
諸
問
題
を
中
心
に
調

査
・
研
究
し
た
。

イ　

年
度
計
画
に
基
づ
き
、
5
回
の
研
究
発

表
会
（
定
期
講
座
等
）
を
実
施
し
た
。

　

戦
後
の
安
全
保
障
政
策
の
変
遷
及
び
陸
・

海
・
空
各
自
衛
隊
の
創
設
に
関
わ
る
諸
問
題

に
つ
い
て
各
研
究
員
及
び
部
外
招
聘
講
師
の

発
表
に
加
え
、
聴
講
者
（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

者
含
む
）
と
の
活
発
な
質
疑
応
答
に
よ
り
更

に
研
究
内
容
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
中
期
的
テ
ー
マ
で
あ
る
「
戦
後
問

題
」
を
幅
広
く
捉
え
た
勉
強
会
を
2
回
実
施

し
た
。
今
後
は
、
本
勉
強
会
を
若
手
研
究
者

の
発
掘
に
活
用
す
る
。

ウ　

各
研
究
員
の
研
究
成
果
の
活
用
に
つ
い

て
は
、そ
の
一
部
を
『
偕
行
』
に
掲
載
し
た
。

　

な
お
、
過
去
に
『
偕
行
』
に
掲
載
さ
れ
た

論
文
等
の
書
籍
化
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
人
員
及
び
資
金
面
か
ら
進
ん
で

い
な
い
。

エ　

8
月
に
研
究
員
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
具
体
化
を
図
る
と
と

も
に
、
次
年
度
の
調
査
・
研
究
テ
ー
マ
に
つ

い
て
は
、
過
去
2
年
間
で
実
施
で
き
な
か
っ

た
「
戦
後
の
各
別
の
諸
テ
ー
マ
」
を
取
り
上

げ
る
こ
と
と
し
た
。

オ　

第
15
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
令
和
6
年

3
月
「
東
京
裁
判
の
新
た
な
視
点
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
牛
村
圭
国
際
日
本
文
化
研
究
セ

ン
タ
ー
教
授
、
三
井
美
奈
産
経
新
聞
論
説
委

員
及
び
千
々
和
泰
明
防
衛
研
究
所
主
任
研
究

官
を
招
聘
し
、
池
田
十
吾
国
士
舘
大
学
名
誉

教
授
（
当
社
評
議
員
）
に
よ
る
司
会
の
も
と

興
味
深
い
発
表
・
討
議
と
聴
講
者
と
の
質
疑

応
答
に
よ
り
充
実
し
た
内
容
と
な
っ
た
。

カ　

陸
上
自
衛
隊
、
特
に
幹
部
自
衛
官
の
研

鑽
に
寄
与
す
る
た
め
、
横
地
光
明
氏
著
『
自

衛
隊
創
設
の
苦
悩
─
そ
の
実
相
と
宿

し
ゅ
く

痾あ

』
を

配
布
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、取
り
や
め
た
。

キ　

研
究
員
の
高
齢
化
が
進
み
、
優
秀
な
若

手
研
究
員
の
発
掘
が
急
務
で
あ
る
が
、
本
年

度
は
2
名
の
加
入
に
と
ど
ま
っ
た
。

ク　

旧
軍
及
び
自
衛
隊
草
創
期
の
資
料
収
集

に
つ
い
て
は
、
研
究
員
ご
と
に
実
施
し
た
。

ウ　

教
育
問
題
の
調
査
・
研
究
・
提
言
（
公

1
─
3
）

ア　

戦
後
の
わ
が
国
の
出
発
点
で
あ
り
そ
の

枠
組
み
を
構
成
し
て
い
る
戦
後
の
占
領
政
策

を
研
究
し
、
今
後
の
教
育
問
題
を
考
え
る
た

め
の
検
討
を
す
す
め
た
。

イ　

研
究
成
果
を
『
偕
行
』
誌
上
に
掲
載
し
、

そ
の
普
及
を
図
っ
た
。

ウ　

部
外
組
織
と
の
連
携
に
努
め
た
。

エ　

定
期
刊
行
誌
『
偕
行
』
の
発
行
及
び
図

書
等
の
発
行
（
公
1
─
4
）

ア　
『
偕
行
』
の
発
行

a　

年
度
で
6
回
、
隔
月
に
発
行
し
た
。

発
行
部
数
は
、
2
万
1
1
2
5
部
で
、
昨

年
度
に
比
し
5
8
0
0
部
減
少
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
『
偕
行
』
を
電
子

版
で
発
行
し
た
が
、
年
度
末
時
点
で
の
電

子
版
購
読
部
数
は
7
7
5
部
で
あ
る
。

b　

偕
行
社
の
公
益
広
報
誌
の
性
格
を
重

視
し
、
会
員
の
研
究
成
果
、
論
説
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
や
研
究
会
等
の
報
告
、
論
文
を

掲
載
し
た
。
ま
た
、
陸
上
自
衛
隊
支
援
の

観
点
か
ら
陸
上
自
衛
隊
の
現
状
・
活
動
等

の
紹
介
記
事
を
掲
載
す
る
等
、
類
似
誌
と

は
異
な
る
広
報
媒
体
で
あ
る
よ
う
に
努
め

た
。

　

女
性
会
員
や
会
員
家
族
な
ど
に
も
執
筆

を
依
頼
し
、
誌
面
で
扱
う
題
材
を
多
様
化

さ
せ
、
よ
り
多
く
の
会
員
に
読
ん
で
も
ら

え
る
誌
面
作
り
に
努
め
た
。
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c　

部
外
有
識
者
、
公
立
図
書
館
、
陸
上

自
衛
隊
の
各
部
隊
・
機
関
の
長
及
び
地
方

協
力
本
部
長
等
に
隔
月
に
5
2
0
部
寄
贈

し
た
ほ
か
、
会
員
以
外
に
も
配
布
し
た
。

イ　

図
書
等
の
発
行

　

安
全
保
障
等
に
係
る
研
究
論
文
等
を
図
書

等
と
し
て
発
行
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し

た
。

⑵　

陸
上
自
衛
隊
等
に
対
す
る
必
要
な
協
力

（
公
2
）

　

陸
上
自
衛
隊
に
対
す
る
支
援
を
適
切
に
行

う
た
め
、
令
和
5
年
10
月
、
令
和
6
年
2
月

に
業
務
連
絡
会
同
を
実
施
し
て
陸
上
幕
僚
監

部
の
幕
僚
と
情
報
意
見
交
換
を
行
い
、
陸
上

自
衛
隊
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
に
努
め
た
。

ア　

隊
力
の
補
完
等
及
び
協
力
（
公
2
─

1
）

ア　

教
育
訓
練
、
研
究
開
発
、
後
方
支
援
、

隊
員
管
理
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
隊
力
等
が

不
足
し
て
い
る
事
項
に
つ
い
て
要
請
に
応
じ

て
協
力
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
検
討
し
た
。

イ　

国
の
安
全
保
障
に
関
す
る
陸
上
自
衛
隊

の
幹
部
教
育
等
に
対
し
、
講
師
派
遣
等
に
よ

り
支
援
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
情
報
を
提

供
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
検
討
し
た
。

イ　

激
励
・
慰
問
及
び
相
談
・
助
言
（
公
2

─
2
）

ア　

陸
上
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
学
校
卒
業
式

へ
の
参
加
等
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
伴
い
中
止
し
た
。

イ　

部
隊
等
の
記
念
式
典
へ
の
参
加
又
は
祝

電
の
打
電
は
、
一
部
を
除
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
中
止
し
た
。

ウ　

偕
行
社
に
寄
せ
ら
れ
る
マ
ス
コ
ミ
・
軍

事
研
究
者
・
部
外
者
等
か
ら
の
質
問
・
調
査

依
頼
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
協
力
し
た
。

⑶　

英
霊
の
慰
霊
顕
彰
及
び
自
衛
隊
殉
職
者

の
追
悼
、
戦
没
者
の
遺
骨
収
集
並
び
に
自
衛

隊
殉
職
者
遺
族
の
援
護
（
公
3
）

ア　

英
霊
の
慰
霊
顕
彰
及
び
自
衛
隊
殉
職
者

の
追
悼
（
公
3
─
1
）

ア　

令
和
4
年
度
か
ら
陸
軍
の
英
霊
の
慰
霊

を
重
視
し
て
行
う
こ
と
な
ど
か
ら
、
従
来
斎

行
し
て
い
た
月
例
参
拝
を
集
約
統
合
し
て
、

陸
軍
建
軍
後
初
め
て
の
国
運
を
か
け
た
対
外

戦
争
で
あ
る
日
清
戦
争
終
結
の
日
で
あ
る
4

月
17
日
に
、
毎
年
靖
國
神
社
に
お
い
て
偕
行

社
慰
霊
祭
を
斎
行
す
る
こ
と
と
し
、
令
和
5

年
度
は
、
1
5
1
名
の
参
列
者
を
得
て
「
第

2
回
偕
行
社
慰
霊
祭
」
を
斎
行
し
た
。

　

こ
の
際
、「
偕
行
社
慰
霊
祭
」
の
実
施
に

先
立
ち
、
市
ヶ
谷
駐
屯
地
慰
霊
碑
地
区
に
お

い
て
、
阿
南
惟
幾
陸
軍
大
将
荼
毘
の
碑
な
ど

に
対
す
る
献
花
・
拝
礼
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
国
家
が
斎
行
す
る
自
衛
隊
殉
職
隊

員
追
悼
式
に
参
列
し
た
。

イ　

靖
國
神
社
の
例
大
祭
及
び
協
力
団
体
の

慰
霊
顕
彰
事
業
に
参
列
・
協
賛
し
た
。
特
に
、

靖
國
神
社
主
催
の
第
12
回
軍
馬
・
軍
犬
・
軍

鳩
合
同
慰
霊
祭
に
は
多
く
の
偕
行
社
会
員
等

を
参
列
さ
せ
積
極
的
に
協
賛
し
た
。
ま
た
、

国
家
が
斎
行
す
る
全
国
戦
没
者
追
悼
式
及
び

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
拝
礼
式
へ
参
列
し

た
。

ウ　

靖
國
神
社
に
寄
贈
し
た
偕
行
文
庫
を
通

じ
た
英
霊
の
顕
彰
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
靖

國
神
社
担
当
部
署
と
調
整
を
行
っ
た
。

エ　

各
地
偕
行
会
を
通
じ
て
、
護
國
神
社
の

例
大
祭
及
び
陸
上
自
衛
隊
殉
職
者
追
悼
式
に

参
列
し
た
。

オ　

戦
没
者
の
慰
霊
顕
彰
及
び
陸
上
自
衛
隊

殉
職
者
の
追
悼
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
検
討
し
た
。

イ　

戦
没
者
の
遺
骨
収
集
（
公
3
─
2
）

　

戦
没
者
遺
骨
収
集
法
に
基
づ
く
事
業
に
関

わ
る
関
係
団
体
の
活
動
へ
の
協
力
は
、
硫
黄

島
に
お
け
る
遺
骨
収
集
事
業
に
会
員
を
派
遣

し
て
協
力
し
た
。

ウ　

自
衛
隊
殉
職
者
遺
族
の
援
護
（
公
3
─

3
）

　

自
衛
隊
殉
職
者
遺
族
の
援
護
の
た
め
、
防

衛
弘
済
会
の
行
う
援
護
基
金
活
動
に
協
力
し

た
。

⑷　

地
域
社
会
活
動
に
対
す
る
協
力
及
び
国

内
外
の
友
好
団
体
と
の
交
流
（
公
4
）

ア　

地
域
社
会
活
動
に
対
す
る
協
力
（
公
4

─
1
）

　

地
方
自
治
体
等
が
実
施
す
る
各
種
行
事
等

の
支
援
に
つ
い
て
、
検
討
し
た
。

イ　

国
内
外
の
友
好
団
体
と
の
交
流
（
公
4

─
2
）

　

国
内
の
友
好
団
体
及
び
米
国
等
の
陸
軍
等

退
役
軍
人
の
会
と
の
交
流
に
つ
い
て
、
検
討

し
た
。

⑸　

集
会
施
設
等
の
運
営
（
収
1
）

ア　

集
会
施
設
等
の
運
営

ア　
『
偕
行
』
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
紹

介
及
び
呼
び
か
け
等
に
よ
り
、
会
員
及
び
陸

上
自
衛
隊
現
職
幹
部
自
衛
官
並
び
に
関
係
協

力
団
体
の
利
用
拡
充
に
努
め
、
利
用
者
数
並

び
に
収
益
の
向
上
を
図
っ
た
が
、
利
用
者
数

は
2
5
1
9
名
で
あ
り
、
昨
年
度
に
比
べ
4

9 

7
名
減
少
し
た
。

イ　

会
員
の
親
睦
及
び
同
好
会
活
動
並
び
に

会
員
と
現
職
幹
部
自
衛
官
等
の
交
流
の
場
と

し
て
の
提
供
に
努
め
た
。

イ　

貸
会
議
室
の
貸
出
（
収
1
─
1
）

　

会
員
や
関
係
協
力
団
体
の
貸
会
議
室
の
利

用
者
数
は
、
1
8
6
1
名
で
あ
り
昨
年
度
に

比
べ
2
8
1
名
減
少
し
た
が
、
収
入
は
約

1
6
8
万
円
と
な
り
昨
年
度
よ
り
約
1
0
2

万
円
増
加
し
た
。

ウ　

談
話
室
の
運
営
（
食
料
・
飲
料
の
販
売

を
含
む
）（
収
1
─
2
）

　

食
料
及
び
飲
料
（
酒
類
を
含
む
。）
の
販

売
に
よ
る
飲
食
を
提
供
し
た
談
話
室
の
利
用

者
数
は
、
6
5
8
名
で
あ
り
昨
年
度
に
比
べ

2
1
6
名
減
少
し
、
収
入
は
約
60
万
円
と
な

り
昨
年
度
よ
り
約
33
万
円
減
少
し
た
。

⑹　

図
書
等
及
び
物
品
の
販
売
（
収
2
）

ア　

図
書
等
の
販
売
（
収
2
─
1
）

ア　

安
全
保
障
等
に
係
る
研
究
論
文
等
の
図

書
の
販
売

a　
『
偕
行
』
の
部
外
販
売
に
努
め
、
47

冊
販
売
し
た
。

b　

偕
行
社
と
日
本
郷
友
連
盟
と
の
共
同

著
書『
憲
法
改
正
提
言
と
各
国
の
憲
法「
国

防
な
き
憲
法
」
へ
の
警
告
』
の
頒
布
に
努

め
た
。

c　

全
国
陸
軍
墓
地
の
調
査
結
果
で
あ
る

冊
子
『
陸
軍
墓
地
』
の
頒
布
に
努
め
、
2

冊
販
売
し
た
。
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d　
『
雄
叫
』
の
頒
布
に
努
め
、
25
冊
販

売
し
た
。

イ　

偕
行
カ
レ
ン
ダ
ー
等
の
販
売

　

偕
行
カ
レ
ン
ダ
ー
を
3
5
0
部
販
売
し
た
。

イ　

物
品
の
販
売

　

偕
行
社
絵
葉
書
を
1
0
0
枚
販
売
し
た
。

⑺　

会
員
の
研
鑽
と
親
交
（
他
1
）

ア　

集
会
の
開
催
（
他
1
─
1
）

　

偕
行
社
総
会
及
び
全
国
会
長
会
同
を
開
催

し
た
。

ア　

総　

会

　

10
月
6
日
、
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
に
お

い
て
、専
務
理
事
の
会
務
報
告
に
引
き
続
き
、

陸
上
幕
僚
長
森
下
泰
臣
陸
将
に
よ
る
記
念
講

演
を
行
っ
た
。

イ　

全
国
会
長
会
同

　

令
和
5
年
10
月
7
日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド

ヒ
ル
市
ヶ
谷
に
お
い
て
、
偕
行
社
の
改
革
の

現
況
に
つ
い
て
の
紹
介
に
引
き
続
き
、
偕
行

社
と
各
地
偕
行
会
の
協
力
要
領
（
案
）、
本

部
と
支
部
の
関
係
及
び
財
務
に
係
る
事
務
手

続
き
要
領
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
今

後
の
偕
行
社
と
各
地
偕
行
会
の
在
り
方
に
つ

い
て
の
検
討
の
資
を
得
た
。

　

そ
の
際
、
当
面
、
従
来
通
り
「
偕
行
社
と

各
地
偕
行
会
の
協
力
要
領
（
案
）」
に
基
づ

き
事
業
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
、
財
務
に
係

る
事
務
手
続
き
要
領
に
つ
い
て
は
財
務
の
透

明
性
を
確
保
す
る
た
め
本
部
と
支
部
の
関
係

に
な
る
な
ら
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
制
度
化
す

る
こ
と
で
合
意
し
た
。

イ　

定
期
刊
行
誌
『
偕
行
』
の
別
冊
付
録
の

発
行
（
他
1
─
2
）

　

会
員
相
互
の
意
見
交
換
、
親
睦
、
連
絡
及

び
偕
行
社
事
業
の
会
員
へ
の
反
映
に
資
す
る

会
員
向
け
広
報
誌
と
し
て「
花
だ
よ
り
」・

「
つ
ど
い
」
を
隔
月
に
発
行
し
て
会
員
に
配

布
し
た
。

⑻　

広
報
活
動

ア　

偕
行
社
を
周
知
し
更
な
る
理
解
が
得
ら

れ
る
よ
う
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
及
び
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
媒
体
を
主
要
な
手
段
と
し

て
、
偕
行
社
の
歴
史
・
伝
統
、
事
業
及
び
活

動
に
つ
い
て
広
報
し
た
。

　

こ
の
際
、
安
全
保
障
・
近
現
代
史
の
調
査
・

研
究
及
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
の
発
表
並

び
に
提
言
の
発
信
を
重
視
し
た
。

イ　

広
報
に
あ
た
っ
て
は
、
現
職
及
び
退
職

幹
部
自
衛
官
等
に
対
す
る
広
報
活
動
を
強
化

し
、
偕
行
社
が
陸
上
自
衛
隊
応
援
団
の
旗
頭

で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
ゆ
る
場
を
通
じ
て
周
知

徹
底
し
た
。
こ
の
際
、
各
地
偕
行
会
と
の
密

接
な
協
力
・
連
携
に
留
意
し
た
。

ウ　

積
極
的
な
情
報
発
信
の
た
め
、
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
を
最
大
限
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、

登
録
者
数
の
増
加
を
引
き
続
き
推
進
し
た
。

エ　

陸
修
会
と
の
合
同
後
の
広
報
活
動
を
円

滑
に
実
施
す
る
た
め
、
広
報
の
在
り
方
に
つ

い
て
の
検
討
を
深
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ

の
成
果
を
反
映
し
て
広
報
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
5

0
0
0
部
を
作
成
し
た
。

⑼　

厚
生
活
動

　

会
員
の
福
利
厚
生
活
動
と
し
て
、
偕
行

ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
と
偕
行
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
が
合

同
で
9
月
29
日
か
ら
10
月
4
日
の
間
、
部
外

施
設
（
交
通
会
館
）
に
お
い
て
美
術
展
を
実

施
し
た
。

　

ま
た
、
偕
行
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
は
、
偕
行
社

会
議
室
前
に
毎
月
写
真
を
掲
示
し
た
。

⑽　

陸
上
自
衛
隊
元
幹
部
自
衛
官
等
の
入
会

促
進

ア　

会
勢
の
状
況

　

本
年
度
末
の
会
員
数
は
、
82
名
が
入
会
し

6
1
1
名
が
退
会
し
て
2
7
7
8
名
と
な

り
、昨
年
度
末
に
比
べ
5
2
9
名
減
少
し
た
。

イ　

元
幹
部
自
衛
官
の
入
会
促
進

ア　

入
会
目
標
を
2
5
0
名（
入
会
率
10
％
）

以
上
と
し
て
入
会
促
進
に
努
め
た
が
、
幹
部

候
補
生
学
校
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
、
再

開
さ
れ
た
も
の
の
参
加
者
が
少
な
く
、
元
幹

部
自
衛
官
に
対
す
る
入
会
案
内
等
の
機
会
を

捉
え
て
偕
行
社
に
つ
い
て
も
説
明
し
た
が
、

6
年
4
月
の
陸
修
偕
行
社
へ
の
合
一
を
見
据

え
て
態
度
を
保
留
す
る
者
が
多
く
、
新
た
な

会
員
確
保
の
目
標
を
達
成
で
き
ず
、
現
会
員

の
会
勢
維
持
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
本
年
度
末
の
会
員
数
は
、
56

名
が
入
会
し
3
8
8
名
が
退
会
し
て
1
8
2

0
名
と
な
り
、
昨
年
度
末
に
比
べ
3
0
3
名

減
少
し
た
。

イ　

偕
行
社
に
関
心
を
有
す
る
陸
上
自
衛
隊

現
職
幹
部
自
衛
官
の
退
職
時
に
お
け
る
入
会

促
進
を
重
視
し
て
、『
偕
行
』
無
料
購
読
者

の
つ
な
ぎ
広
報
等
を
実
施
し
て
入
会
促
進
効

果
を
高
め
た
。

ウ　

会
勢
拡
大
委
員
会
を
も
っ
て
入
会
促
進

業
務
を
遂
行
し
た
。
こ
の
際
B
・
U
出
身
若

年
期
委
員
及
び
部
内
出
身
委
員
を
充
実
さ
せ

て
運
営
し
た
。
ま
た
、
各
地
偕
行
会
入
会
促

進
協
力
特
別
委
員
と
の
連
携
を
強
化
し
、
情

報
を
共
有
し
て
、
現
職
幹
部
自
衛
官
が
偕
行

社
へ
の
関
心
を
示
し
理
解
を
深
め
る
よ
う
尽

力
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
多
く
の
元
幹
部
自

衛
官
へ
の
入
会
案
内
・
勧
誘
を
実
施
し
た
。

エ　

小
平
学
校
業
務
管
理
集
合
教
育（
5
回
、

受
講
者
：
78
名
）
及
び
各
方
面
総
監
部
が
実

施
す
る
業
務
管
理
集
合
教
育
（
21
回
、
受
講

者
：
4
8
7
名
）
に
お
い
て
、「
陸
修
偕
行

社
へ
の
移
行
に
つ
い
て
の
説
明
会
」
を
実
施

し
、
定
年
前
幹
部
自
衛
官
の
陸
修
偕
行
社
に

対
す
る
関
心
を
高
め
、
退
職
時
の
入
会
を
働

き
か
け
た
。

⑾　

各
地
偕
行
会
と
の
協
力

ア　

各
種
事
業
の
推
進

　
「
偕
行
社
と
各
地
偕
行
会
と
の
協
力
要
領

（
案
）」
に
基
づ
き
、次
の
事
業
を
推
進
し
た
。

ア　

地
元
の
陸
上
自
衛
隊
等
が
行
う
各
種
行

事
等
へ
の
参
加
を
支
援
し
た
。

イ　

護
國
神
社
慰
霊
祭
並
び
に
殉
職
陸
上
自

衛
隊
員
追
悼
式
へ
の
参
列
を
支
援
し
た
。

イ　

各
地
偕
行
会
と
の
協
力
要
領
の
検
討

　
「
偕
行
社
と
各
地
偕
行
会
と
の
協
力
要
領

（
案
）」
に
基
づ
き
、
偕
行
社
と
各
地
偕
行
会

の
在
り
方
（
本
部
と
支
部
の
関
係
及
び
協
力

内
容
等
）
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

⑿　

陸
修
会
と
の
合
同

　
「
令
和
6
年
4
月
の
合
同
を
目
途
と
し
て
、

令
和
4
年
8
月
か
ら
陸
修
会
と
合
同
に
関
す

る
協
議
を
開
始
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
、
同

年
6
月
の
定
時
評
議
員
会
に
お
い
て
承
認
を

得
て
、
同
年
8
月
か
ら
偕
行
社
と
陸
修
会
の
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そ
れ
ぞ
れ
の
理
事
で
構
成
さ
れ
る
各
合
同
委

員
会
を
も
っ
て
設
置
さ
れ
た
合
同
協
議
の
場

に
お
い
て
協
議
を
開
始
し
、
令
和
5
年
1
月

の
第
5
回
合
同
協
議
に
お
い
て
合
同
に
つ
い

て
合
意
し
た
。

　

偕
行
社
と
陸
修
会
の
合
同
表
明
会
を
令
和

5
年
10
月
6
日
（
金
）
に
実
施
し
、
公
益
財

団
法
人
陸
修
偕
行
社
が
令
和
6
年
4
月
1
日

に
発
足
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
を
部
内
外
に
表

明
す
る
と
と
も
に
、
合
同
後
整
斉
と
活
動
に

移
行
で
き
る
よ
う
各
種
施
策
を
推
し
進
め
て

い
る
。

4　

財
務
状
況

⑴　

本
年
度
の
経
常
収
益
計
は
、
昨
年
度
5

4
7
9
万
円
に
対
し
本
年
度
は
5
9
8
7
万

円
で
あ
り
5
0
8
万
円
の
増
加
を
計
上
し

た
。
経
常
費
用
計
は
、
昨
年
度
6
5
5
8
万

円
に
対
し
本
年
度
は
7
0
0
0
万
円
で
あ

り
、4
4
2
万
円
増
加
し
た
。
結
果
と
し
て
、

収
支
差
額
は
、
昨
年
度
1
0
7
9
万
円
に
対

し
本
年
度
は
1
0
1
3
万
円
を
計
上
し
、
赤

字
は
66
万
円
減
少
し
た
。

⑵　

正
味
財
産
は
、
昨
年
度
末
約
10
億
1
千

2
百
万
円
に
対
し
て
、
本
年
度
末
は
約
11
億

2
千
8
百
万
円
で
あ
り
、
約
1
億
1
千
6
百

万
円
増
加
し
た
。

5　

主
要
会
議
等

　

総
会
、偕
行
社
と
陸
修
会
の
合
同
表
明
会
、

全
国
会
長
会
同
、
定
時
評
議
員
会
、
通
常
理

事
会
（
2
回
）、
臨
時
理
事
会
（
1
回
）、
運

営
企
画
会
議
（
4
回
）、
業
務
連
絡
会
同

（
2
回
）
を
実
施
し
た
他
、
常
置
委
員
会
及

び
特
別
委
員
会
を
定
期
的
に
開
催
し
た
。

⑴　

総　
　

会

令
和
5
年
10
月
6
日
（
金
）
16
：
00
〜

⑵　

偕
行
社
と
陸
修
会
の
合
同
表
明
会
…

令
和
5
年
10
月
6
日
（
金
）
18
：
15
〜

⑶　

全
国
会
長
会
同令

和
5
年
10
月
7
日
（
土
）

⑷　

評
議
員
会

　
　
　

定　

時
…
令
和
5
年
6
月
16
日（
金
）

⑸　

理
事
会

　

ア　

通　

常
…
令
和
5
年
5
月
26
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　

令
和
6
年
3
月
15
日（
金
）

　

イ　

臨　

時
…
令
和
5
年
6
月
16
日（
金
）

⑹　

運
営
企
画
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
　
　
　
　
　
　

令
和
5
年
5
月
19
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　

令
和
5
年
7
月
14
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　

令
和
5
年
12
月
15
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　

令
和
6
年
2
月
16
日（
金
）

⑺　

業
務
連
絡
会
同
…
…
…
…
…
…
…
…

　
　
　
　
　
　
　

令
和
5
年
10
月
27
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　

令
和
6
年
2
月
21
日（
水
）

⑻　

各
委
員
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…

毎
月
又
は
2
〜
3
ヵ
月
ご
と
に
実
施

6　

年
度
末
の
役
員
、
評
議
員
及
び
事
務
局

員
の
状
況

⑴　

令
和
6
年
3
月
31
日
現
在
の
評
議
員

は
、
10
名
で
あ
る
。

⑵　

令
和
6
年
3
月
31
日
現
在
の
理
事
は
10

名
、
監
事
は
3
名
で
あ
る
。

⑶　

令
和
6
年
3
月
31
日
現
在
の
事
務
局
員

は
、
5
名
で
あ
る
。

正味財産増減計算書
令和 5 年 4 月 1 日から令和 6 年 3 月31日まで

（単位：円）

科　　　目 金　　　額
Ⅰ　増加原因の部
　　　 1 　財 産 運 用 収 益
　　　 2 　会　費　収　益
　　　 3 　事　業　収　益
　　　 4 　雑 　 収 　 入
　　　 5 　寄 付 金 収 入
　　　 6 　補 助 金 収 入
　　　　　　合　　　計

Ⅱ　減少原因の部
　　　 1 　事　　業　　費
　　　 2 　管　　理　　費
　　　 3 　雑　　支　　出
　　　 4 　特定資産評価損益
　　　 5 　特定資産売却損益
　　　 6 　法人税、住民税及び
　　　　　事業税
　　　　　　合　　　計

　　　当期一般正味財産増減額
　　　一般正味財産期首残高
　　　当期指定正味財産増減額
　　　指定正味財産期首残高
Ⅲ　　正 味 財 産 期 末 残 高

29,238,560
15,716,000
5,459,718

295,148
2,469,469
6,690,000

54,642,283
14,404,228

953,000
117,200,831
10,449,000

70,000

59,868,895

197,719,342

117,449,215
1,010,682,351
△ 1,805,000

1,805,000
1,128,131,566
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財　　　　産　　　　目　　　　録
令和 6 年 3 月31日現在

（単位：円）
貸借・対照表科目 金額 使用目的等

（流動資産の部）
Ⅰ　流動資産
　　1　現金預金
　　　⑴　現金預金
　　　　　現金手許有高
　　　⑵　郵便振替
　　　　　00190-8-180617
　　　　　00160-7-692197
　　　⑶　当座預金
　　　　　みずほ銀行市ヶ谷支店
　　　⑷　普通預金
　　　　　みずほ銀行市ヶ谷支店
　　　　　りそな銀行市ヶ谷支店
　　　　　みずほ銀行市ヶ谷支店
　　２　未収会費
　　　　　会員
　　３　未収金
　　　　　国債・債権経過利息
　　４　前払金
　　　　　その他
　　５　棚卸資産
　　　　　図書
　　　　　食糧品
　　６　未収消費税等
　　　　　税務署
　　流動資産合計

361,093
6,525,342

13,744
24,849,476
11,714,203
7,074,739

504,272
1,358,000
2,951,000

137,404
206,404
185,569
25,642

55,906,888

運転資金として
運転資金として
運転資金として
運転資金として
運転資金として
運転資金として
運転資金として
会費の未収分
基本財産、特定資産に係る経過利息
その他
書籍　雄叫他
飲料・食品　ビール他
税金還付額

Ⅱ　固定資産
　　１　基本財産
　　　⑴　土地
　　　　　東京都新宿区四谷坂町12−22
　　　⑵　建物
　　　　　東京都新宿区四谷坂町12−22
　　　⑶　定期預金
　　２　特定資産
　　　⑴　修繕積立金
　　　　　管理会社
　　　⑵　投資有価証券
　　　　　投資信託
　　　⑶　国内株式
　　　　　株式
　　　⑷　社債
　　　　　日経平均連動債
　　　⑸　ユーロ／円債
　　　　　為替連動債
　　３　その他固定資産
　　　⑴　建物
　　　　　東京都新宿区四谷坂町12−22
　　　⑵　東京都建物附属設備
　　　　　造作・設備工事
　　　⑶　ソフトウェア
　　　　　会計ソフト等
　　　⑷　電話加入権
　　　　　03−6380−0623他
　　　　固定資産合計
　　　　資産合計

219,532,597
85,381,449
20,000,000

902,789
194,910,498
169,053,900
211,601,800
182,650,000

5,380,989
790,160
60,638
10,500

1,090,275,320
1,146,182,208

公益目的保有財産であり、公益目的事業40％、収益事業
等20%、法人会計40％に使用している共用財産である。
公益目的保有財産であり、運用益を公益目的事業80％及
び法人会計20％に使用している共用財産である。

修繕のための積立資金
運用益を法人会計に使用している。

公益目的保有財産であり、運用益を公益目的事業80％
及び法人会計20％に使用している共用財産である。

公益目的保有財産であり、公益目的事業40％、収益事
業等20%、法人会計40％に使用している共用財産

会計ソフト等であり、法人会計に使用
公益目的保有財産であり、公益目的事業60％及び収益事
業等30％、法人会計10％に使用している共用財産

（負債の部）
Ⅲ　流動負債
　　１　未払金
　　　　諸経費
　　２　前受金
　　　　その他
　　３　前受会費
　　　　会員
　　４　預り金
　　　　社会保険料
　　　　雇用保険料
　　　　その他
　　５　未払法人税等
　　　　税務署
　　流動負債合計
Ⅳ　固定負債
　　退職給付引当金　　職員
　　固定負債合計
　　負債合計
　　　　正味財産

1,229,446
81,600

12,259,200
261,789
99,295

719,312
70,000

14,720,642

3,330,000
3,330,000

18,050,642
1,128,131,566

諸経費の未払分
広告料前受分
翌年度以降会費の前受分
職員の社会保険料
職員の雇用保険料
その他
未払法人税等

退職金に対する引当金
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